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次

第 

 

１.開会  滝内会長 加瀬校長 挨拶 

２議題   

・「来年度開級の特別支援学級について」 

  ・特別支援学級教室（準備中）の見学 

３.各委員から  

４.閉会   

 

 

 

協

議 

内

容 

 

 

（意見等） 

（加瀬副会長） 

○学校近況 

学校の様子については、３年生は受験に向けて必死に面接練習や勉強をし、準

備している。インフルエンザ流行しており 1年、３年が１クラスずつ学級閉鎖。 

年開けるとあっという間に年度末が来てしまう。１日１日大切に過ごしたい。六

陵祭合唱部門では、交通整理をリーダーズに担っていただいた。今年は混乱なく

スムーズだった。子どもたちの合唱に感動した。来年度は市民会館が使用できず、

他市のホールなど抽選。認知症啓発特別授業については、３年生対象に 10 月に



 

 

実施。2 月には認知症サポーター養成講座を行う。継続していきたい。学習支援

は、10 月から大学生のスクールサポーターが加わり、2 人→3 人体制になった。

20数名の生徒、1日平均 8人ほどが来ている。 

 

○特別支援学級開級に向けて 

 教室の準備は進んでいるが、予算の関係上、以前ほどの開級時の補助や整備は

ない状況である。引き続き、校内での工夫・準備が必要となる。 

 

○特別支援学級教室（準備中）の見学 

 

○意見交換 

（五十嵐委員）机や椅子はこれから入れるのか。 

（加瀬副会長）生徒の数に合った数を入れる予定。支援級の机は特別なつくりに

なっている。 

（掘委員）藤沢支援学校との連携はあるのか。 

（加瀬副会長）藤沢支援学校が地域の学校に交流に来られることがあるため、交

流をしたり、助言をもらったりしていきたい。 

（山本委員）生徒の行き来はあるのか。 

（加瀬副会長）親クラスの生徒が呼びに来てくれるなど行き来はある。 

（尾方委員）先生は経験のある方なのか。 

（加瀬副会長）経験者の教員を希望している。 

（人見委員）新学期になり子どもたちが教室に来てから、子どもたちに合った場

所を作っていくのが良いだろうが、植物があると良いのではないか。 

（加瀬副会長）音の配慮や気に入った場所を見つけてもらい、学びの場であり、

リラックスできる空間にしたい。生き物も増えていくだろう。教室から見える敷

地内の庭の開墾も考えたい。 

（尾方委員）新田地区には農家が多いので、開墾のノウハウを持っている人が多

い。必要があればつなぐこともできる。 

（人見委員）必要な物品については、生徒会と相談して子どもたちと一緒に考え

ても良い。生徒や保護者から寄贈してもらうのが良い。 

（石川委員）折り紙など得意なことを持っている生徒もたくさんいる。自分の作

ったものが校内に飾られていたり、特別支援学級開級にあたり自分の寄付したも

のが活用されると嬉しい。 

（石川委員）今は、障がい児でなく、「その周りの子」を育てるという視点を持っ

ている。大空小学校の元校長の話を聞いたが、まわりの子が豊かな心を持つこと

について話していた。大人も柔軟な頭でないといけない。 

（五十嵐委員）人格を育てるという意味では、障がいあるなしで分けず、皆一緒

に、というのは大事。周りの子が自然とケアする。 

（尾方委員）特別支援学級が開級する経緯を知りたい。 



（加瀬副会長）以前から藤沢市は支援級の全校設置の流れがあり、未設置の３校

が来年度４月に開級し全校設置となる。これまで六会中学校学区の生徒は湘南台

中や善行中へ通っていたが、開級にあたり六会中学区内の家庭には意思確認をす

る。すでに友人関係ができているので転校希望者は少ないかもしれない。 

（江添委員）多様性、インクルーシブについては時間をかけて育んでいくことが

大切。『式町水晶氏』の人権に関する講演がとても心に響く。子どもたちにも聞い

てほしい内容なので、今年度 2年生を対象に人権を学ぶ目的で講演をしてもらう

予定。 

（山本委員）親の方針次第で普通級に通うか支援級に通うか決まる。支援級に行

くことで安心して学校に通えると思う子もいる。風通しよく、音楽などでリラッ

クスできる環境だと良いと思う。 

（加瀬副会長）それぞれのクラスに所属して役割をもちながら、勉強や個々の力

を伸ばしていくという部分は支援級で取り組めると良い。 

（堀田委員）こどもは差別意識なく関わり合えると思う。支援級開級にあたり学

ぶ機会があるなら、保護者にも聞いてもらいたい。 

（人見委員）元々教育には歴史的背景があり、それを打開していく必要がある。

講演会だけでなく、生徒、保護者による対話（ディスカッション）の機会もある

と良い。議論することが大切で、決して結論は出さない。議論して当事者意識を

もつことが大切。 

（石川委員）先生方も勉強会などするのか。 

（加瀬副会長）開級にあたり、多様性も含め教員の心の準備にも取り組みたい。

支援級が開級するこのタイミングは土台作りのチャンスなので、生徒、保護者、

教員に対してできることを検討していきたい。 

（山本委員）男性でもファッションとして化粧をすることもある。障がい、LGBTQ

＋など様々な要素を織り交ぜて皆で考えることができると良いのではないか。 

（玉置委員）自分の困りごとを打ち明ける時、それを話せる相手かどうか、日々

の言葉やふるまいを見て判断する。講演やディスカッションなどの機会を通し

て、色んな意見があって良いということを大人も子どもも知っていくことで、多

様性の理解が徐々に深まっていくのではないか。 

（石川委員）子どもが本音を言えないのは苦しいと思う。外からの影響がなけれ

ば子どもはなんでも受け入れるが、大人が情報を植え付けるのかもしれない。 

（人見委員）学校に行く理由を、“様々なことを諦めるため”だと思っている。人

は変えられない、みんなと仲良くはできない、“男は男らしく”が正しいとは限ら

ない、みんな違って当たり前であることを理解する、「ポジティブな諦め」が必

要。 

（山本委員）先生も元気でないとそれがこどもに伝わる。先生は苦しくないか。 

（加瀬副会長）教員はこどもと接することがエネルギー。そこに手が回らないの

は苦しいと思う。 

（石川委員）ある講演会で、保護者の不満が子どもに波及するという話もあった



が、保護者の思いを子どもも見聞きし、感じ取っている。そのため、学校に対し

て否定的な発言をする保護者の子と関係性を築くのが難しいことがある。保護者

を育てることも大切。 

（人見委員）保護者に対するカウンセリングを長年行っている。相談の入り口は、

不登校、学習面、発達面、学校との関係性など子どものことだが、話を聞いてい

くと、親が社会に承認されているかどうかということなども根底にある。親の抱

えている自分の寂しさなどに気付いて向き合うと、子どもも自分のペースで登校

できるようになってくる。学校は保護者対応を外部委託するべきだと思ってい

る。こどもは学校に来れば元気になる。 

（尾方委員）保護者同士もグループができる。話せる場がない人もいるだろう。

昨今地域のつながりも希薄になっているので、保護者が本音を言える場が必要。 

（人見委員）森の仔じゆうがっこうでは保護者の部活がある。保護者同士のコミ

ュニティは色々なことを吐露できる場でもある。 

（石川委員）リーダーズは１人の保護者が集まってできた。楽しんで作品作りな

どできるのは大人の部活のよう。こどものためになにかしたいという保護者はい

るし、保護者は学校に行きたい、こどもたちの様子をみたいと思っている。 

（五十嵐委員）PTA がなくなると、学校と保護者がコミュニケーションをとるこ

とが難しくなるが、色々なスキルを持った親がいるし、以前は親のサークルもあ

った。雑談が大事。雑談の中で共通項が見つかり、良い出会いがあるかもしれな

い。 

（人見委員）保護者の居場所ができると良い。コミスクで議論は深まるが、実際

に現場が変わるにはインパクトが必要。なにかイベントを打つのもよい。 

（山本委員）顧問の件についてはは、日大に声かけるのはどうか。 

（江添委員）チーム FUJISAWA２０２０に団体登録すると人材がみつかるかもしれ

ない。 

（五十嵐委員）いすずやプレス工業など、企業と繋がるのもひとつか。 

（滝内会長）体育協会も協力できるかもしれない。 

（人見委員）担ってくれる人に対して学校から出せる予算はあるのか。 

（加瀬副会長）学校としてはない。ほぼボランティアという形にはなる。 

（人見委員）以前から、学校にエージェントとＳＥがいると良いと思っている。

エージェントが市や対外的な交渉を担い、システムをＳＥが作る。そういった仕

組みをつくれないか、市にも相談したい。 

（玉置委員）日大生のほか、慶応大生も地域に出ている。六会でも、老人クラブ

に声がかかり、まちづくりに関するゼミ研究の一環で「リアル野球盤」を一緒に

楽しんだ。学生の力を借りれると良いのではないかと思う。 

 

閉会 

 

次回開催日程 2月 26日（木）    

                会    場  六会中学校      


